
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出展ブース 出展コーナー 体験している様子 

8 月に iADVISOR を導入された、兵庫県神戸市の本山リハビリテーション病院をご紹介します。 
リハビリテーション科には 80 人余りのスタッフが、六甲の山々が見える広々としたリハビリ室で患者さまの在宅
復帰・社会復帰を目指して 365 日リハビリをしています。 
COVID-１９の間でも患者さまが困らないように、パソコンやタブレットを用いたオンラインでの遠隔リハビリを
取り入れていらっしゃいました。 
月 1 回、病院のコミュニティスペースで、言語聴覚士が失語症者の社会参加支援のための「本山おしゃべり 
Café」を開催しています。 

ご利用病院 
訪問レポート 

本山リハビリテーション病院 
外観 リハビリテーション室 

【主催】 
三浦靖史先生 

神戸大学大学院 
保健学研究科 
准教授 

iADVISOR の監修者である神戸大学の三浦靖史先生（リハビリテーション専門医）の主催する勉強会 VEGA の
第１回を 10月 20日、オンラインで開催しました。ワイドソフトデザインは事務局を担当しました。 

今回は１５名の方が参加されました。「没入型 VR を用いた IADL 評価・練習機器」というテーマ
で作業療法士の今田泰裕さんを講師としてお招きし、３０分ほどお話をしていただきました。 
その後、参加者との質疑応答の時間を設け、活発な意見交換がなされ充実した会になりました。
全体で 1 時間程度の会となりました。 
今後も「これからのリハビリを考える場」になれるよう定期的に続けていきたいと思っています。 

【今回の講師】 
今田泰裕さん 
神戸掖済会病院リハ
ビリテーション科勤務 

 

ワイドソフトデザインと同じ神戸で勤務し、個人的には 37 年間日本の医療を微力ながら支えてき

ました。入社したころから考えると医療の進歩は目覚ましいものがあります。ここにきて、ワイドソフト

デザインのＶＲ技術 ”iADVISOR” と出会い、今までにない新しい発見に出くわすこととなりまし

た。ＶＲ技術が医療スタッフのトレーニング、シミュレーションの応用・遠隔医療などで医療の技術が

ますます進歩していくものと考えます。 

宮野医療器株式会社  モイヤン営業部         

シニアアドバイザー   森 健次さん 

の販売代理店のご紹介 




